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枝垂れ桜の咲く里への回り道

地道な復興もコツコツ 全国建設業協会に厚労相が感謝状
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上
越
市
を
流
れ
る
関
川
。
対
岸

の
病
院
の
入
院
患
者
を
元
気
づ
け

よ
う
と
住
民
や
国
、
県
、
市
が
連

携
し
て
河
川
敷
一
杯
に
コ
ス
モ
ス

の
種
を
撒
き
咲
か
せ
た
活
動
が
地

域
連
携
の
原
点
。
以
来
、
地
域
の

環
境
へ
の
取
り
組
み
が
続
く
。
活

動
の
中
心
を
担
う
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
徳
合
ふ
る
さ
と
の
会
」
（
塚
越

秋
三
代
表
）
だ
。

道
の
駅
「
う
み
て
ら
す
名
立
」

か
ら
道
の
駅
「
能
生
」
に
か
け
て

の
国
道
８
号
（
日
本
海
夕
日
ラ
イ

ン
）
と
、
周
辺
の
県
・
市
道
に
は

古
く
か
ら
枝
垂
れ
桜
や
河
津
桜
な

ど
が
多
く
、
地
域
の
名
所
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
景
観
資
源
と
し

て
活
か
し
、
地
域
の
環
境
整
備
に

つ
な
げ
よ
う
と
い
う
の
が
当
地
の

風
景
街
道
の
目
的
だ
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
じ
め
地
域
団
体
や
自
治
会
、
自

治
体
な
ど
�
団
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
る
。

日
常
の
活
動
は
、
ル
ー
ト
内
の

景
観
や
道
路
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
住
民
と
話
し
合
っ
て
共
同
で

障
害
樹
木
を
伐
採
し
、
跡
地
に
枝

垂
れ
桜
の
苗
木
を
植
え
る
。
伐
採

し
た
樹
木
や
枝
木
を
チ
ッ
プ
に
し

て
土
に
返
す
再
資
源
化
な
ど
だ
。

伐
採
や
植
樹
の
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
に
将
来
計
画
策
定
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
枝
垂
れ
桜
ル

ー
ト
の
案
内
板
を
設
置
。
「
枝
垂

れ
桜
の
花
街
道
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン

グ
」
や
「
立
ち
止
ま
る
風
景

徳

合
千
本
枝
垂
れ
写
真
展
」
、
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
、
古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ

ー
＆
カ
フ
ェ
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
て
き
た
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
地
域
全
体
を
桜

色
に
染
め
る
「
桜
の
里
」
構
想
を

軸
に
、
活
動
が
上
越
全
域
に
広
が

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
「
目
で

見
る
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
る
。
「
目
で
見
る
」

と
は
地
域
の
景
観
そ
の
も
の
だ
。

生
活
道
や
そ
の
周
辺
に
四
季
折
々

の
草
花
が
咲
き
乱
れ
、
ゴ
ミ
ひ
と

つ
落
ち
て
い
な
い
地
域
を
実
現
し

た
い
。
塚
越
さ
ん
は
「
伝
統
や
文

化
、
慣
習
を
見
直
し
て
、
出
来
る

だ
け
復
興
さ
せ
た
い
。
昔
の
よ
う

に
、
人
と
の
交
流
、
協
力
な
ど
が

当
た
り
前
に
出
来
て
い
た
、
活
力

あ
る
地
域
を
取
り
戻
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
桜
の
見
ご
ろ
は
４

月
中
、
下
旬
。

枝垂れ桜の花街道を巡るハイキングのひとこま 立ち止まる風景写真コンテストの受賞作から

サ
ク
ラ
の
季
節
が
巡
っ
て
き

た
。
「
桜
」
を
前
面
に
出
し
て

活
動
す
る
日
本
風
景
街
道
が
あ

る
。
日
本
の
原
風
景
「
枝
垂
れ

桜
の
咲
く
里
へ
の
回
り
道
」（
新

潟
県
上
越
市
〜
糸
魚
川
市
）と
、

「
合
掌
・
さ
く
ら
」
飛
越
街
道

〜
世
界
遺
産
を
め
ぐ
る
道
〜

（
岐
阜
県
高
山
市
〜
富
山
県
南

砺
市
）
だ
。
福
島
県
・
浜
通
り

を
世
界
一
の
桜
街
道
に
と
い
う

「
ふ
く
し
ま
浜
街
道
ハ
ッ
ピ
ー

ロ
ー
ド
」
の
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
動
き
始
め
た
ば
か
り
だ
が

（
２
〜
３
面
��
こ
ち
ら
２
つ
の

ル
ー
ト
で
は
、
咲
き
誇
る
サ
ク

ラ
が
観
光
客
の
訪
れ
を
待
つ
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ

ん
が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を

モ
チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を

介
し
て
未
来
へ
続
い
て
い
く
こ
と
を
表

現
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
っ
た
。
今
も
、

復
旧
・
復
興
へ
の
地
道
な
作
業
が
続
く
。
そ
れ
を

支
え
る
の
が
、
一
般
社
団
法
人
全
国
建
設
業
協
会

の
会
員
企
業
で
あ
る
、
地
域
の
建
設
業
界
の
人
た

ち
だ
。
震
災
時
も
常
に
最
前
線
で
、
人
命
救
助
や

捜
索
に
当
た
っ
た
。
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
命
も
あ

る
。
火
葬
し
直
す
ま
で
の
仮
埋
葬
も
担
っ
た
。

火
葬
し
き
れ
な
い
膨
大
な
遺
体
を
市
町
村
の
許

可
証
な
し
で
仮
埋
葬
で
き
る
特
別
措
置
が
と
ら
れ

た
際
、
一
般
に
知
ら
れ
な
い
困
難
な
作
業
に
黙
々

と
従
事
し
た
。
こ
の
被
災
者
の
支
援
活
動
な
ど
に

対
す
る
功
労
に
対
し
、
今
年
３
月
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
同
協
会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

東
海
大
地
震
、
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
大
規
模
な
地
震
発
生
の
危
機
へ
の

指
摘
が
相
次
ぎ
、
被
害
予
測
も
公
表
さ
れ
て
い
る

が
、
災
害
現
場
で
の
救
援
・
応
急
復
旧
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
地
域
の
建
設
業
界
は
、
公
共

事
業
削
減
の
あ
お
り
で
体
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
の

も
事
実
。
だ
が
、
地
域
に
密
着
し
た
最
前
線
で
の

作
業
に
、
地
域
業
界
の
活
躍
は
欠
か
せ
な
い
。 北海道では夜を徹しての除雪は

珍しくない

復興に地域の業界との連携は

欠かせない

中塚勝則駅長

砂鉄や海産物の産地、交通要衝として

栄えてきた久慈。観光交流施設「風の館」では秋

祭りを盛り上げる山車が、「レトロ館」では昭和

�年代の街並みが皆様を温かくお迎えし、今日も

人々の賑わいの場になっています。地場産品のレ

ストラン「山海里」では〝海女丼〟が好評です。

岩手金久慈市中町2－5－6

国道281号 ����0194－66－9200

檜尾道子現場責任者

日本三大秘境�祖谷渓谷�の中央、観光

名所「大歩危峡・小歩危峡」と「祖谷のかずら橋」

を結ぶルート上にあります。箸でつかむだけで麺

がちぎれてしまうほど軟らかい�祖谷そば�がおす

すめです。近隣には子供から大人まで楽しめるモ

ノレールで人気の公園や温泉施設もあります。

徳島県三好市西祖谷山村尾井ノ内348－2

県道西祖谷山山城線 ����0883－87－2670

松田義昱駅長

「いなばの白うさぎ」が鮫の背中を渡

った神話の白�海岸は目の前。白うさぎが体を洗

った池があり医療や縁結びで有名な白�神社はス

グ横です。１階店舗は地元産品、土産品の販売、

大型海水いけすがある２階レストランでは活魚料

理と日本海のきれいな夕日を堪能できます。

鳥取県鳥取市白�613

国道9号 ����0857－59－6700
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合掌造りと荘川桜

玄関まで地域の除雪を黙々と
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岐
阜
県
白
川
郷
と
富
山
県
五
箇

山
の
合
掌
造
り
集
落
を
中
心
と
す

る
一
帯
は
１
９
９
５
年
、
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
観

光
名
所
だ
。
同
時
に
両
集
落
を
通

る
国
道
１
５
６
号
や
３
０
４
号
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
沿
線
は
、

日
本
風
景
街
道「
合
掌
・
さ
く
ら
」

飛
越
街
道
の
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。

合
掌
造
り
集
落
は
、
古
来
受
け

継
が
れ
て
き
た
独
特
の
建
築
様
式

と
共
に
、
日
本
人
の
生
活
の
原
風

景
を
残
し
て
い
る
。ル
ー
ト
名
は
、

そ
の
合
掌
造
り
と
、
当
地
を
代
表

す
る
「
荘
川
桜
」
に
ち
な
ん
で
命

名
さ
れ
た
。

荘
川
桜
は
、
御
母
衣
ダ
ム
の
建

設
で
湖
底
に
沈
む
運
命
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
桜
を
愛
す
る
人
々

の
強
い
意
志
で
保
存
が
決
ま
り
、

世
界
で
も
例
の
な
い
大
移
植
事
業

に
よ
っ
て
湖
畔
の
現
在
地
に
移
さ

れ
た
。
命
を
救
わ
れ
た
桜
は
、
水

没
し
た
古
里
を
見
守
り
な
が
ら
毎

年
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
。
周

辺
で
は
子
桜
、
孫
桜
の
並
木
な
ど

も
楽
し
め
る
。
見
ご
ろ
は
４
月
下

旬
〜
５
月
上
旬
。

活
動
の
中
心
は
世
界
遺
産
合
掌

街
道
実
行
委
員
会
や
飛
越
街
道
協

議
会
。
地
域
に
は
合
掌
造
り
集
落

や
桜
な
ど
の
並
木
、
ダ
ム
湖
や
池

か
ら
の
景
観
、
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
な

ど
古
く
か
ら
の
祭
礼
行
事
、
温
泉

や
観
光
施
設
な
ど
、
様
々
な
資
源

や
文
化
が
豊
富
だ
。
自
然
・
歴
史

・
文
化
・
風
景
な
ど
を
通
し
「
訪

れ
る
人
」
と
交
流
し
て
地
域
活
性

化
を
図
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
美
し
い
空
間
の
形

成
を
目
指
す
の
が
目
的
。

道
路
沿
線
の
安
全
点
検
や
美
化

活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
荘
川
桜
を
街

道
沿
い
に
植
樹
す
る
活
動
や
、
地

域
づ
く
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学

習
会
も
開
催
し
て
い
る
。
同
協
議

会
は
「
心
の
ふ
る
郷
を
探
す
み
ち
」

「
日
本
人
の
心
の
み
な
も
と
が
息

づ
く
み
ち
」
の
保
全
を
目
指
す
。

住民の熱意で移植され今は湖畔を彩る荘川桜

■
全
国
建
設
業
協
会
と
は

土
木
・
建
設
業
界
は
、
全

国
約
２
万
社
の
建
設
企
業
が

�
都
道
府
県
ご
と
に
建
設
業

団
体
を
組
織
。
そ
の
地
域
団

体
が
一
般

社
団
法
人

全
国
建
設

業
協
会
の

会
員
を
構

成
。
地
域
経
済
社
会
を
支
え

る
基
幹
産
業
と
し
て
雇
用
の

維
持
を
は
じ
め
、
河
川
・
道

路
な
ど
環
境
保
全
や
災
害
時

の
応
急
復
旧
活
動
、
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
む
。
す
ぐ

れ
た
技
術
者
、
技
能
者
の
確

保
や
、
将
来
に
わ
た
っ
て
技

術
、
技
能
の
継
承
が
出
来
る

環
境
づ
く
り
も
活
動
の
大
き

な
柱
だ
。
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こ
の
冬
北
日
本
各
地
を
大
雪
が
襲
っ
た
。
３
月

初
め
、
北
海
道
の
道
東
一
帯
を
暴
風
雪
が
襲
い
、

立
ち
往
生
し
た
自
動
車
か
ら
脱
出
し
た
父
親
が
小

学
生
の
娘
を
抱
い
た
ま
ま
力
尽
き
凍
死
す
る
な
ど

９
人
死
亡
の
惨
事
を
招
い
た
。
毎
冬
、
多
く
の
雪

害
死
傷
事
故
が
起
き
て
お
り
、
平
成
�
年
以
降
で

も
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
、
雪
道
の
ス
リ
ッ
プ
な
ど

で
１
３
０
人
以
上
が
死
亡
し
て
い
る
。

道
路
な
ど
の
除
雪
作
業
に
は
多
く
の
人
員
や
機

材
が
必
要
だ
が
、
特
に
大
切
な
の
は
交
通
事
情
や

雪
捨
て
場
、
ど
こ
に
誰
が
住
む
か
な
ど
地
域
に
精

通
し
て
い
る
こ
と
だ
。
お
年
寄
り
は
雪
か
き
、
雪

下
ろ
し
が
出
来
な
い
。
大
手
業
者
は
幹
線
を
重
機

で
一
気
に
除
雪
す
る
が
、
日
頃
の
交
流
で
地
域
と

生
き
る
地
元
業
者
は
玄
関
口
ま
で
除
雪
。
採
算
の

合
う
仕
事
で
は
な
い
。

群
馬
、
秋
田
両
県
建
設
業
協
会
は
両
県
の
業
界

実
態
を
調
べ
た
が
、
３
年
ほ
ど
で
除
雪
作
業
か
ら

撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
企
業
が
多
か
っ

た
。
青
柳
剛
群
馬
県
建
設
業
協
会
会
長
は
言
う
。

「
雪
国
は
除
雪
し
な
い
と
暮
ら
せ
な
い
。
地
域

と
と
も
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
高
齢
世
帯
が
ど
こ

か
知
っ
て
い
る
の
で

玄
関
口
ま
で
除
雪
す

る
。
震
災
の
被
害
は

爪
痕
が
は
っ
き
り
見

え
る
が
、
雪
は
桜
が

咲
く
こ
ろ
に
は
跡
形

も
な
く
消
え
る
。
雪

国
の
悲
し
さ
、
切
な

さ
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
。

高瀬満伸代表者

二つの国道合流点にあり、運転の疲れ

をリフレッシュするにふさわしい休憩所です。眼

下に四万十川を望む公園内に、石の風車やフィー

ルドアスレチック�郷土資料館も併設�館内の直売

所には手作り食品や特産品�農作物がそろい�周辺

地域の情報館やミュージックトイレが好評です。

高知県高岡郡四万十町大正17－1

国道381・439号 ����0880－27－0113

金井忠夫館長

「那須野が原の開拓と自然文化のいと

なみ」をテーマに、歴史・民俗・考古・美術・自

然など地域の情報発信と人々の交流を目的とした

�文化交流型�の道の駅。併せて地域の総合博物館

として年数回の企画展を開催しており、園内で明

治の面影を残す防風林、土手、疏水も楽しめます。

栃木県那須塩原市三島5－1

市道塩原街道線 ����0287－36－0949

川田喜傳治支配人

雲仙普賢岳噴火の教訓を伝える「土石

流被災家屋保存公園」を併設し、火山学習館や大

火砕流体験館があり、日本で一番新しい山「平成

新山」を一望できます。郷土食「具雑煮」、本陣

鍋定食「六兵衛定食」がオススメ。駅独自「具雑

煮穴子そうめん」のお土産もあります。

長崎県南島原市深江町丁6077

国道251号 ����0957－72－7222

チューリップが華やかな合掌造りの集落

浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬
浬

骸鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧

■日本橋に春の花

江戸時代は五街道、現代では国道の起点として知られる

日本橋。ここは日本風景街道「江戸・東京・みらい街道」

に登録されている。起点という特色を活かし、地域と連携

する試みが進んでいる。

ＮＰＯ法人「はな街道」は、日本橋・中央通り約２㌔㍍

の沿道で、花壇の花植えに取り組む。風景街道の活動で縁

のある地域に声をかけ、実現したのが花の交流だ。昨年�

月、合掌造り集落を核とする「合掌・さくら街道」の主要

メンバー富山県南砺市から、チューリップの球根1000個が

日本橋に贈られ「花の広場」に植え込んだ。

１月には「渥美半島菜の花浪漫街道」‖写真‖で、菜の

花で農地再生に取り組む愛知県田原市のＮＰＯ法人「田原

菜の花エコネットワーク」のメンバーが日本橋を訪れ「滝

の広場」などに�株の苗

を植え、菜の花の切り花

と観光パンフを歩行者に

配布した。

ＮＰＯ�はな街道�は今

後、交流先を広げるとと

もに��春の日本橋まつ

り�とのタイアップなど

交流の充実を図る�

■奈良と大阪を結ぶ古道

日本書紀の推古天皇�年（613年）の条に「難波より京

に至る大道を置く」と記述があり、これに従えば今年は日

本最古の官道が出来て1400年ということになる。

現在の国道166号、日本風景街道「悠久の竹内街道」が

その道の多くを占めると考えられ、奈良県や関係自治体は

これに合わせて観光客誘致を図る方針だ。

古代の大陸との外交の道、物資を都へ運ぶ経済の道、仏

教伝来の信仰の道など、この道が歴史上に持つ意味は大き

い。本紙ルートプレスも次の第�号で取り上げる予定。

ニュースライン




